
東日本大震災が３月１１日（金）に発生し，未曾有の被害が報告
されております。東京都学校歯科医会の先生方の診療所，ご自宅は
如何でしょうか。また親戚の方やお友達の方々と連絡のつかない先
生もいらっしゃる事と思います。被災された多くの方々に心よりお
見舞い申し上げます。死者・行方不明者は合わせて２万７千人を超
え，いくつかの町が町ごとなくなるというあまりの被害の大きさに
言葉であらわすことができませんが，私たちは少しでも協力して早
い復興をお祈りします。
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都内発祥地シリーズ 69
『東京水道発祥の地』

「淀川浄水場」は明治２３（１８９０）年東京府南豊島郡淀橋町
の３４万m２の敷地に着工。明治３１（１８９８）年に一部が完成
し，神田・日本橋地区への給水を開始して，東京の近代水道
が誕生した。ここは玉川上水の水を沈殿・濾過して，２００万
人の市民に供給可能な規模を有し，のち東村山浄水場が出来
る，昭和４０（１９６５）年までの６０数年間使用されていた。写真
は淀橋浄水場で使われていた「内径１０００mm蝶型弁」。
（所在地 新宿区西新宿一丁目）

写真と文 関根正行

発刊１００号記念号



草 創 期
東京都学校歯科医会，いわゆる都学歯が創設さ

れる前の黎明期のことが偲ばれるのは大正元年
「歯科学報」８月号に記載されている論文です。
中島左一先生が投稿された「小学児童ニオケル歯
科学的検査」というタイトルで，東京九段精華小
学校の歯科検査を行ったレポートです。当時のこ
とですから数え年で７歳から１６歳までの生徒２４９
名の歯科検診の結果でした。８９％がデンタルカリ
エスを有しており，健全な者はわずか２６名，処置
を受けていた者３５名で１５％とのことでありまし
た。児童・生徒の歯科検診のレポートとして論文
の形式をとった最初のものといえましょう。
大正４年，大正天皇の即位大典が行われました

が，御大典記念ということで東京府立第３高等女
学校（現在の都立駒場高校）において歯科診療室
を校内に設けていわゆる校内歯科治療を始めまし
た。小林校長の要請で歯科医師の西原一男先生が
随時出張して治療を行うというものでした。毎
週，月・水・金の午後１時から４時まで，一日１０
～２０人の診療をされたとのことです。このような
活動に刺激されて，府立第１中学校（現在の日比
谷高校）・府立第４中学校（現在の戸山高校）が
校内歯科診療を行うようになったとのことであり
ます。高等女学校，中学校などにおける学校歯科
のスタートがこのように学校側からの発案で始
まっていることは大変興味深いことであります。
では，現在の東京都内において学校歯科医会と

しての形態はいつごろから形成されてきたので
しょう。ものの本によりますと大正１０年，それま
で市や町から一時的に委嘱されるという形で行う
歯科検診がほとんどで，学校歯科医または歯科校
医という呼称は正式のものとしてはみられません
でした。そのような時期に東京本郷区で画期的な
組織編成がなされたのです。歯科医師会が推薦し
た歯科医師を区長が学校歯科医として指名すると

いう画期的なことで，大正１０年５月に歯科検診と
治療とを委嘱された歯科医師が集まって本郷区歯
科校医会という団体を作ったのです。会則は２１条
から成っており，初代理事長には高橋直太郎先生
が就任されました。その後各府県で県令ができる
ようになり，少しずつ学校歯科医会としての活動
が始まったのです。県レベルで学校歯科医会が初
めて出来たのは大正１５年９月の佐賀県でした。昭
和２年には東京市学校歯科医会，名古屋市学校歯
科医会，埼玉県学校歯科医会が続いて創設されて
おります。学校歯科医としての制度・身分は，昭
和６年「学校歯科医及び幼稚園歯科医令」公布に
始まりますが，第２次世界大戦を境に昭和２２年の
新憲法・新教育基本法・学校教育法の施行により
義務教育６・３制が制定され，小学校と同時に新
制中学校および新制高校にも学校歯科医が置かれ
るようなりました。そして，昭和２３年になって現
在の「東京都学校歯科医会」が新制度のもとに再
活動を始めたのです。平成２１年２月１９日に東京都
学校歯科医会設立６０周年法人化３０周年記念式典を
挙行させて頂きましたが，先生方にはまだ御記憶
に新しいところと思われます。
第１回全国学校歯科医大会（現在の全国学校歯

科保健研究大会）が開催されたのは昭和６年４月
６日で，東京市芝公園内の日本赤十字社参考館講
堂でした。その前年の昭和５年４月には大阪にお
いて打ち合わせが行われ，開催事務一切は東京市
学校歯科医会に委ねることで合意されておりまし
た。準備委員長には東京市教育局長であり，東京
市学校歯科医会会長であった藤井利誉先生が就任
され，大会会長は当時八十余歳の三宅博士であっ
たとのことであります。日本歯科医師会会長血脇
守之助先生の感慨無量の挨拶や，会議開始が午前
８時であったこと等から察するに，当時の学校歯
科医の先生方の心意気が伝わってまいります。因
みに昨年の第７４回全国学校歯科保健研究大会ま
で，東京都が開催地となって協力したのは，第１

水を飲む時，その井戸を掘った人のことを忘れてはいけないと言われます。暫し東京都
学校歯科医会の故きを温ね新しきを知って頂きましょう。

会長メッセージ

東京都学校歯科医会の温故知新
社団法人東京都学校歯科医会

会長 川 本 強
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回 昭和６年，第２回 昭和７年，第５回 昭和１０
年，第１３回 昭和１８年，第１９回 昭和３０年，第２９回
昭和４０年，第３７回 昭和４８年，第４５回 昭和５６年，
第６０回 平成８年，計９回に及んでおります。

そ し て 今
現在，東京都学校歯科医会は６ブロック，５３地

区，会員数２，０００名を超える社団法人組織と成長
致しました。社団法人東京都学校歯科医会の設立
目的は定款に謳ってあります通り，学校歯科保健
に関する調査を行い，次代の国民の健全な発育発
達に寄与することであります。この目的は未来永
劫変わることはありません。不易であります。
役員構成は理事者１７名，監事２名で，事業が多

岐に亘る都合上役務を５部門に分割しておりま
す。すなわち，総務部・事業部・学術部・渉外
部・監査の５部門であります。各部門の代表的な
職務を挙げてみましょう。
総務部：総務，庶務事項全般

会計業務
新法人制度の調査研究
学校歯科保健功労者の表彰・顕彰
会誌・広報の発行

事業部：学校歯科保健に関する大会・研修会・
講習会の開催
学校歯科保健教育，保健管理の実践及
び保健思想の普及向上
歯の衛生週間への協力
ブロック別対応
私立学校対応

学術部：学校歯科保健に関する調査研究
学校歯科保健に関する普及
領域別対応（幼・小・中・高・特別支援）

渉外部：東京都歯科医師会・東京都歯科医師連
盟との連携
日本学校歯科医会・他府県学校歯科医
会との連携
行政機関との連携

監査 ：会計，会務に関する監査
ご覧になっている１００号記念広報誌を代表とす

る都学歯発行の刊行物の多くは，会誌・広報委員
会の叡智の結晶であります。近年は会員からのご
要望でホームページも充実しまして多くの情報を
ダウンロード出来るようになりました。これも会
誌・広報担当の役員・委員会の皆様のご努力の賜
物であります。
毎年恒例となっております東京都学校歯科保健

研究大会は，事業部が主となって開催されます対

外的に最も大きくアピールされる大会でありま
す。また，昨年沢山の先生方に参加して頂きまし
た日本学校歯科医会生涯研修制度基礎研修会は事
業部，学術部の共同事業でもありました。
学術部は２年間かけて調査・研究を行い，その

結果を冊子にしまして会員の先生方に配布し，先
生方が児童・生徒の学校歯科保健に役立てて頂け
るように活動いたしております。また，昨年東京
都歯科医師会との会合を持ち，虐待について共同
研究を行うことで一致を得ているところです。
個人では成しえない組織と組織の契約事業がい

くつも挙げられますが，これらに関しましては渉
外部が対応しております。都学歯にとって代表的
な共催組織としては，東京都教育委員会が挙げら
れます。毎月定例の会合に都教委より歯科担当課
長にオブザーバーとしてご臨席いただいているこ
とに感謝すると共に，これからも良好なパート
ナーシップが存続して行くことを願っておりま
す。
現在これら各部の活動により大きな成果をあげ

ているものと自負いたしておりますが，このチー
ムワークがあってこその都学歯でして，ご助力を
頂いている各部門の先生方の才幹により，国内に
おいて歴史的にも実績的にも誇れる東京都学校歯
科医会が永続してくれることを切に願っておりま
す。

輝 く 未 来
孔子に一人のお弟子さんが尋ねたそうです。国

を作るのに，まず何にお金をかけるべきでしょう
か，組織でしょうか，軍隊でしょうか，教育で
しょうか。迷わず孔子は答えたそうです「教育で
ある」と。
紀元前も現在も変わりません。心身共に健全な

次世代の国民，すなわち現在の心身共に健康な児
童・生徒無くして明日の国家は存在致しません。
我々学校歯科医は口腔保健教育を通して，その教
育の一翼を担っていると考えております。子供達
が健全に育つよう教育するには，まず私たち自身
が健全であり，子供達に与える栄養（理念・知
識・実践という栄養）を持っていなければなりま
せん。範たる大人であるべく私達学校歯科医が勉
励することで，児童・生徒の輝ける未来を招くと
共に，それが学校歯科医の輝ける未来をも伴って
くるものであるなら，いま現在の私達の責任の重
さに緊張を覚えざるを得ません。
今というのは「輝く未来」の入り口なのではな

いでしょうか。
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いつの間にか「広報」が１００号になっていた。思い起こせば今から２０数年前，
当時の咲間武夫会長（＝写真①）より広報委員会に対して，「会誌」とは別に「広
報」を出したいが考えてくれ…という打診があった。（以下の文中には，都学歯
６０周年の記念誌に掲載した拙文の内容と同じものが入ってくるが，歴史なのでお
許し願いたい。）
当時は「会誌」が年２回発行されていただけだった。これでは会員に対しての

情報提供が遅くなってしまう。そこで「広報」を新設し，年４回ぐらい出したい
と思っている…とのご意向だった。
委員会は動揺した。年２回でも大変なのに更に４回発行が加わる。しかし咲間

会長は大変熱心に理由を述べられた。
１．発行回数を増やしてキメ細かく情報を伝えたい。
２．それには分厚いものではダメだ。８ページぐらいのパンフ的なもの。
３．文字を少なくして，グラビア誌のように「読むより見る」ものにならない
か。 例えば「アサヒグラフ」のようなものと具体的に示された。

直ちに委員会ではディスカッションを重ね，手探りのうちに，まずは執行部の
先生方によって編集された，B５・８ページの「都学歯広報 創刊号」が昭和６０
（１９８５）年６月に誕生した。（＝写真②）この時私は委員にはなっていたが，直
接編集には携わってはいない。
創刊号表紙はプロに依頼したもので，編集後記には中村，石川，清水，浅野各

先生のお名前が連なる。
刷り上った創刊号を「たたき台」にして，委員会でのディスカッションが続い

た。
第２号・昭和６０年９月（１９８５）発行以後は，とにかく「定期発行」に努力しよ

うと，執行部の先生方の奮闘は続く。表紙は「歯の衛生週間入賞ポスター」だっ
た。この作品制作者の杉並区立済美小の山下君は，現在３０過ぎの青年になってい
ることだろう。第３号の表紙は石川行雄先生の「富士山」。第４号の表紙は「第
２０回 都学歯大会開会式」。
ここで１年が経過した。当時の編集後記を拝見すると，毎号の記事探し，内容

に対する読者の反応等を気にされていた様子が，手にとるように感じられる。
このように，執行部の先生方が苦労を重ねて出来上った広報に対して，失礼を

承知の上で，言いたい放題の意見を述べてきた私に，昭和６１年度（１９８６）から委
員長をやってくれという依頼があった。
お引き受けして，まず困ったのが表紙。こう毎回違うものを探していたので

は，とても大変だ。シリーズものにしようと考えた私は，当時から興味のあった
「都内発祥地シリーズ」。これなら多少はストックがあると提案すると，それに
しようと担当理事の梶取先生から依頼があり，加えて以後の，取材を任されてし
まった。
新しい委員会が発足し，第５号（昭和６１年７月発行・１９８６）の表紙から「都内

発祥地シリーズ① 新聞創刊の地」（＝写真③）が登場し，私の長い表紙人生が
始まった。
表紙の絵は原則として，年度初めは「歯の衛生週間・入賞ポスター」，あと３

回は「都内発祥地シリーズ」と決まり現在に至っているが，途中「発祥地シリー
ズ」ばかりが続くのは如何なものか，と委員から意見が出て，第２１号（平成２年
６月発行・１９９０）から第２４号（平成３年３月発行・１９９１）までは，毎号「学校活
動現場」の画像になった。しかし教室での活動状況の絵は，みな同じようなもの
となってしまい，それに学校への取材の大変さも加わって，結局第２５号（平成３
年６月発行・１９９１）からは元の姿に戻ることに。１９９３年（平成５年）「都学歯広

いつの間にか「広報第１００号」
－創刊号から携わってきて－

写真①
広報生みの親
故咲間武夫先生

写真②
都学歯広報の創刊号

写真③
都内発祥地シリーズ①

掲載の５号
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報」生みの親，咲間武夫先生のご訃報にふれ愕然とする。
年を追うごとに増えてきた原稿のスペース確保と，執行部の先生方の執筆の

軽減をも考えて，創刊号から続いてきた「巻頭言」も第３７号（平成６年４月発
行・１９９４）を最後に姿を消す。
第４０号（１９９５年１月発行・平成７）から表紙全体のデザインが一新され，現

在のものとなった。そして表紙にある発行年号も，「昭和」から「西暦」へと
変更された（＝写真④）。
第５０号（１９９７年７月発行・平成９）は「記念号」として，それまでに委員会

で活躍された諸先生をお呼びして，座談会を開催し，編集の苦労話やエピソー
ド，そして今までの「読後感」などを語って頂き，２回にわたって掲載した。
このときに出てきたご意見に，「B５」の広報を，世間一般化している「A

４」のサイズにしては…だった。このことは，それまでに委員会でも何回か出
てきた意見だったが，なかなか踏み切れない案件だった。
創刊以来，経費の関係で「全ページの半分がカラーで，半分がモノクロ」と

いう変則的紙面が続いてきたが，第６８号（２００２年３月発行・平成１４）から，古
い言い方だが「オールカラー・ページ」の紙面となる。それまでにお寄せくだ
さった原稿で，カラーページに掲載された方はよかったが，モノクロページに
掲載された方には，何か悪いような気持ちがあった。
２００２（平成１４）年５月発行の「第６９号」（＝写真⑥）から，ようやく待望の
「A４」が登場し，紙面のサイズが大きくなった分だけ記事も充実する（写真
⑤は６８号）。
創刊号から，「８ページ・年４回発行」を続けてきたが，第８９号（２００７年６

月発行・平成１９）から「１２ページ・年３回発行」に変更された。
発行回数が減ったとはいえ，それまでの年間「８ページ×４回＝３２ページ」

に対し，「１２ページ×３回＝３６ページ」となり４ページ増えている。
保存してある創刊号から９９号までを改めて縦覧してみると，各年度の記事の

変遷，また新しい特別な内容に出来ないか，遅くまで検討していたころが懐か
しい。このような形にしたいという当方の要望に，直ちに反応してくださる一
世印刷のご協力も忘れることが出来ない。
広報委員会には発足当初は，副委員長が置かれていたが，あるとき急死さ

れ，後任の副委員長もまた亡くなると言うアクシデントに遭遇した。さすがに
委員長としては，３人目をお願いするのは躊躇し，委員会に諮って３人目は置
きたくないことを，了承して頂き，現在は副委員長欠員のままなのである。一
般記事にはならない逸話である。
現在，定番となっている記事の種目をご紹介すると，
・トップ記事 ・学校歯科医に必要な知識 ・トピックス ・地区ニュー

ス ・マイレター（地区ニュースとは別に自薦・他薦を問わず，個人で活動
されている内容のもの，）・各種大会予告 ・会務報告 ・訃報 等である
が，何かこれはというものがあれば，事務局までご提案くだされば，委員会
で検討してみたいと思う。
２００６年よりニュースメディアとして，広報とは別に「ホームページ」が加
わった。しかし，他の会がどのような活動をしているのか，すぐお隣の会の
ことさえもなかなか伝わって来ないのが現実だと思う。それには「地区
ニュース」と「マイレター」の充実だろうか。積極的に先生方の会の活動状
況を，お寄せ頂ければ幸いである。
１００号が発行され，次号１０１号からはもっと興味を示していただく紙面と
なって，「都学歯広報」が永久につづくことを祈ってやまない。

会誌・広報委員会 委員長 関根 正行

写真④
４０号から表紙のデザイン

が一新

写真⑤
B５サイズ最後の６８号

写真⑥
６９号からA４サイズになった
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羽立賢二
広報委員の拝命を受け，初めて委員会に参加し

た時，関根正行委員長はじめ委員諸氏，梶取担当
理事には大変温かく迎えていただきました。その
ことを私なりに勝手な解釈をすれば，都学歯大ベ
テランの中に３０代前半の右も左もわからぬ輩が，
あたかも迷える子羊のごとく闖入したことで，保
護者的感情と新しい感覚を持ち込んでくれるとの
期待感がないまぜになった微妙な感情ではなかっ
たと思います。
しかし，私は先輩諸氏の期待に反して新しい感

覚を持ち込むどころか，長い間ほとんど発言する
ことなくいたずらに時間を空費するだけでした
が，正直に申し上げれば，ある事情を抱え心ここ
にあらずという状況でした。しまいには温厚な梶
取担当理事が責任を感じられたのか，私を叱責さ
れたことをつい昨日のことのように思い出しま
す。今となってはその先生も鬼籍に入られ，直接
お詫びすることができません。誌上をお借りし改
めてお詫び申しあげ，ご冥福をお祈り申し上げま
す。

新井桂二
広報誌１００号お祝い申し上げます。平成８年か

ら２年間委員をさせて頂きました。多摩の西はず
れから月１回，委員長関根先生のご指導で別世界
の雰囲気で学校歯科情報を勉強し，委員の先生方
と楽しい一時を過ごせました。その経験がその後
私処世の拠り所となり，現在都歯野球大会を主宰
出来ております。市ヶ谷駅から会館迄の土手の満
開桜が鮮明に想い出されます。良い時代でした。
都学歯及び広報委員会の益々のご発展を陰ながら
祈念いたします。

松田克一
平成１６年５月から広報委員の一員として５年間

お仕事のお手伝いをさせていただきました。当
時，委員長の関根先生，理事の堀内先生，渡邉先
生，委員の北村先生，板倉先生，末髙先生，そし
て私と，７名の編集委員で委員会を開いておりま
した。都学歯にも ITの波が押し寄せていた時で
したので，会員の先生方だけにお知らせするだけ
でなく，広く皆様にお伝えする必要があることか
ら，広報誌＋電子媒体によりホームページを開く

こととなったようでした。それまでは，割り振り
表にペンを走らせて記入していき空欄を記事でど
んどん埋めていく作業をしていました。今では決
定した事柄を，プロジェクターの画面を見なが
ら，パソコンの達人に打ち込んでもらうだけ。誌
面がみるみるできあがっていくのを，腕を組んで
見ているだけで「なんていい時代だろう」と思い
ました。
編集委員会に参加できてありがとございまし

た。

米津光将
平成１９年度から３年間，会誌・広報委員として

お世話になりました。今でも思い出されるのは，
初めて委員会に出席したときです。集まった原稿
をみんなで読み合わせして，わかりにくい表現や
言い回しをどんどんわかりやすいものへ修正しま
した。これらの作業を見て，ここの委員となるに
は高い文章力が求められる，自分にはとてもつと
まりそうにない。お地蔵さんになっているしかな
いのではないかとすごく心配したことを覚えてい
ます。しかし，委員の先生方は気さくで優しい先
生方ばかりで，役に立たない私でも快く受け入れ
てくださいました。自分に何かできることはない
かなと考えていたところ，当時担当理事であった
渡邉先生より，会議中の PCを操作することを依
頼されました。自分としては，文章の修正よりは
よっぽど PC操作が気楽で，やっと自分がお役に
立てることができたと安堵しました。最も苦労し
たのは，年次大会の写真整理です。広報委員総出
で，記録写真を撮りまくります。全員の写真を集
めると千枚を超えるものになってしまいます。そ
れをイベントごとに整理して，ピンぼけしたり手
ぶれを起こしたりしてあきらかに使えない物をあ
らかじめ整理し，翌週の選定会でみんなに選んで
もらいやすいように準備することでした。しか
し，後から他の委員の先生方ににねぎらっても
らったりほめてもらったりして，やりがいを持て
たことを思えています。今期より，残念ながら委
員を降りてしまいましたが，担当理事の渡邉先
生，委員長の関根先生，他の委員の先生方には，
本当に仲良くしていただいてありがとうございま
した。心よりお礼申し上げますとともに，これか
らのご活躍を期待しております。

歴代編集委員にきく
（順不同・敬称略）

６ 平成２３年３月 都学歯広報�第１００号�



第２回予算決算特別委員会
平成２２年１１月２５日（木）第２回予算決算特別委員会

が開催されました。鈴木専務の司会のもと川本会長が
挨拶され，出席された委員・役員の紹介の後，協議事
項に入り⑴委員長・副委員長の選出がなされ，委員長
に狛江の松浦先生，副委員長に城東の山田先生が選出
されました。続いて⑵第６４回評議員会の議案について
話し合われ，第１号議案（社）東京都学校歯科医会平
成２３年度事業計画，第２号議案（社）東京都学校歯科

医会平成２３年度収支予算について活発な意見が述べら
れ，承認され，閉会となりました。

平成２２年度 学校保健（学校歯科医）
研修会
平成２２年１２月１６日（木）１３時より日本青年館大ホー

ルにおいて平成２２年度学校保健（学校歯科医）研修会
が開催された。当日は当研修会の後，同場所で学校歯
科医基礎研修会が予定されていたため約５００名の参加
者により盛況に催された。東京都教育委員会，（財）
東京都学校保健会，（社）東京都歯科医師会，（社）東
京都学校歯科医会の主催により学校歯科医等に対し，
学校歯科保健の諸問題について研修を行い，その指導
力を高めるとともに，学校歯科医の職務についての理
解と認識を深める事を趣旨として開催された。
（社）東京都学校歯科医会 鈴木博専務の司会で同
由井孝副会長が開会を宣言し，東京都教育庁地域教

育支援部歯科保健担当 田村道子課長，（財）東京都

学校保健会 鈴木聰男会長そして（社）東京都学校歯
科医会 川本強会長の挨拶があり講演に入った。
最初の講演は前述の東京都教育庁 田村道子課長が

「学校歯科医の職務について」という演題で講演をな
され，つづいて日本口腔衛生学会理事 高柳篤史先生
が「学校保健と行動科学」という演題で講演が行われ
た。最後に（社）東京都学校歯科医会 小嶋憲副会長
の閉会の辞で終了した。

平成２２年度 学校歯科医基礎研修会
平成２２年１２月１６日（木）１５時１５分より日本青年館大

ホールにおいて平成２２年度学校歯科医基礎研修会が開
催された。この研修会は（社）日本学校歯科医会学校
歯科医生涯研修制度の一環としての基礎研修会であ
り，年末で多忙のなか約９００名の参加者により盛大に
催された。
東京都教育委員会，（社）東京都歯科医師会，（社）

東京都学校歯科医会の主催で学校歯科医として身に付
けるべき必須かつ基本的な事項を中心に学校歯科保健
の諸問題について研修を行い，その指導力を高めると
共に学校歯科医の職務についての理解と認識を深める
ことを趣旨として開催された。
（社）東京都学校歯科医会 由井孝副会長の開会の

辞に続き，同 川本強会長の挨拶があり，来賓として
御出席の（社）日本学校歯科医会 中田郁平会長に挨
拶をいただき講演に入った。
講演は研修項目として４題あり，それぞれを（社）

東京都学校歯科医会理事３名と東京都教育庁地域支援

部歯科保健担当 田村道子課長を講師として講演を
行った。
①「学校歯科保健の概念」 講師 酒井克典理事
②「学校歯科保健における保健教育」

講師 東川輝子理事
③「学校歯科保健における保健管理」

講師 吉澤雄孝理事
④「学校歯科保健における組織活動」

講師 田村道子課長
以上の講演を３時間半にわたりご清聴頂きました先

生方に感謝しつつ（社）東京都学校歯科医会 小嶋憲
副会長が閉会の辞を述べた。
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第４５回

東京都学校歯科保健研究大会

小嶋 憲副会長の
閉会のことば

司会の鈴木 博
専務理事

由井 孝副会長の
開会のことば

川本 強会長の挨拶

来賓挨拶
都教育委員会
田村道子課長

来賓挨拶
東京都学校保健会
鈴木聰男会長

来賓挨拶
日本学校歯科医会
中田郁平会長

来賓挨拶
東京都歯科医師会
山崎一男副会長

来賓挨拶
都歯科医師連盟
大曽根正史会長

謝辞を述べる
倉田幸男氏

満員の会場（パノラマ）

８ 平成２３年３月 都学歯広報�第１００号�



と き 平成２３年２月１０日（木）１３時
ところ 文京シビックホール 小ホール

川本新執行部初の第４５回都学歯大会
は，その門出を祝福するかのような好天
に恵まれ，出足も好調，大盛況のうちに
開催されました。

厚生労働大臣表彰代表
田中秀夫氏（右）

学校歯科保健優良校表彰受賞代表
山口真佐子氏（右）

文部科学大臣表彰代表
佐藤貞彦氏（右）

歯の優秀作文表彰代表のお二人 都知事表彰代表 内藤征男氏（右） 東京都教育委員会表彰代表
花香政人氏（右）

ステージ 表彰者席 ステージ 来賓者席

個人情報時代のポスター満員の客席 入口の立て看板

平成２３年３月 都学歯広報�第１００号� ９



優秀作文発表
「おばあちゃんのような歯をめざして」
台東区立谷中小学校６年 木本恵里花さん＝左

「大好きな歯医者さん」
町田市立小山田小学校５年 三谷あかりさん＝右

作文講評
千代田区小学校国語教育研究部長 関 哲也氏

（千代田区立千代田小学校副校長）＝左端

特別講演 「障がいのある児童への歯科的アプローチ」
東京都立心身障害者口腔保健センター 診療部長 重枝昭広氏

研究発表 平成２１・２２年度 生活習慣病予防等を目指した歯：口の健康つくり調査研究発表
「よく噛み よく食べ 元気な園児の育成」府中市立小柳幼稚園 副園長 北村眞治氏，主任 新井尚子氏

音楽 長唄「勧進帳」都立白鴎高校附属中学校
大鼓 大橋八音生，小鼓 安倍弘朗
三味線 川上哲夫，松井美乃 の皆さん

音 楽 CoCo華：音 楽 舞 踊 ア ー テ ィ ス ト に よ る
パフォーマンス うたとTAP［のはら・ら・ら・ら］
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袋詰め作業が終わると 次は「受付」

優良校，作文の表彰状の受け渡しは大変混雑 本番前の慌ただしいひと時・実行委員の打ち合わせ

懇親会

懇親会で乾杯の発声は西連寺愛憲名誉会長

時間に縛られての一日も無事終了，ホッとする懇親会です
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東京都学校歯科医会では事業の一環として，毎
年，小学校・中学校・高等学校・特別支援学校を
対象とした「学校歯科保健優良校表彰」を募集し
ており，昨年度より新たに幼稚園も募集していま
す。また，小学校・中学校を対象とした「歯の作
文」の募集もしております。
学校歯科保健優良校表彰は，各校で毎年春に行

われる定期健康診断の結果や学校（園）歯科保健
の活動状況を調査票に記入し，東京都学校歯科医
会に送っていただきます。送られた調査票を東京
都学校歯科医会の審査委員会において，学校
（園）歯科保健活動が各学校（園）でどのように
取り組まれ，児童，生徒の歯，口の健康つくりが
どのように実践されているかを審査いたします。
審査につきましては，う蝕処置率よりも各校の学
校（園）歯科保健の活動状況の評価に重点を置く
ようにしております。また，各学校の学校歯科医
の活動内容も評価の対象になる部分があります。
これには毎年約６００校以上の学校に応募してい

ただいており，優良校は東京都学校歯科保健研究
大会で表彰させていただいております。
昨年度より日本学校歯科医会では対象を幼稚

園・小学校・中学校・高等学校・特別支援学校に
広げ全日本学校歯科保健優良校表彰を行うことに
なりました。東京都学校歯科医会では，応募校の
中から特に優れた６校（園）を選出し，日本学校
歯科医会へ推薦いたします。
この事業の主旨をご理解いただき，一校でも多

くの学校（園）が応募されますよう各学校歯科医
の先生方のご協力を切にお願い申し上げます。
また，「歯の作文」の募集につきましては，学

校歯科保健優良校表彰の主旨と同じく子供たちの
歯の健康つくり育成事業の一環として行っており
ます。対象学年は小学校では５年，６年，中学校
は全学年となっております。

過去の作文の応募作品数は以下のようになって
おります。

応募作品は東京都学校歯科医会の審査委員会に
よって１次審査され，専門家の２次審査へとまわ
されます。これらの審査を経て選別された優秀作
品は，小学校部門から１作品，中学校部門から１
作品に絞られ，最優秀作品となります。そして，
最優秀作品は毎年２月に開催されます東京都学校
歯科保健研究大会の席上において，ご本人に朗読
していただきます。また，優秀作品は本会ホーム
ページにも掲載させていただきます。
この事業も子どもたちの歯・口の健康つくりに

対する意識を高める手段といたしましては，これ
に優るものはありません。
事業内容を充分にご理解いただき，各学校歯科

医の先生方におかれましては，担当されている学
校を訪問する際に，ご協力いただけるよう校長先
生，養護教諭に是非お願いしていただけるよう希
望いたします。

『学校歯科保健優良校表彰』応募について
●応募締切
幼稚園・小学校・中学校・高等学校・
特別支援学校 ６月末日まで

『歯の作文』募集について
●対象学年 小学校５～６年，中学校全学年
●募集締切 地区教育委員会は，地区学校歯

科医会に７月中旬までにお届け
ください。地区学校歯科医師会
は，７月末日までに東京都学校
歯科医会にご提出ください。

平成２３年度
「東京都学校歯科保健優良校表彰の応募」と
「歯の作文募集」に関するご協力のお願い

小学校 中学校 合計
平成１８年度 ３５６ ６１ ４１７
平成１９年度 ３２４ ８９ ４１３
平成２０年度 ３３５ ９７ ４３２
平成２１年度 ３７７ １１８ ４９５
平成２２年度 ４４８ １００ ５４８
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広報誌１００号の記念すべき時に発行に関わらせ
ていただき大変光栄に存じます。
９９号に寄稿しました「矯正専門医としてお話し
ます」の記事は，稚拙な文章にもかかわらずお読
み頂き，沢山の先生からご意見を頂戴することが
できました。どうもありがとうございました。不
正咬合というテーマとは少しずれるかと思います
が，引き続き，矯正の臨床に携わりながら日頃
思っていることを書かせていただきます。題して
「フロスを勧めてください」
「もうやっていますよ」
という先生は沢山いらっしゃると思います。是非
お続けくださるようお願い致します。
前号でご紹介したように叢生など，歯の重なっ

ていた個所にカリエスを認めることは良く経験し
ます。しかしながら，叢生個所ばかりではなく重
なっていない綺麗な歯並びのところにも，隣接面
に白濁やカリエスが見られることは多々あるのです。
私たちが視診で診断できるのは文字通り目の届

くところです。見えにくい隣接面の診査を正確に
行うのは難しいものです。矯正治療中に隣接面を
直視する機会に恵まれて，ようやく発見すること
もあります。図１から４は，抜歯症例として矯正
治療を始めた２名の高校生の口腔内写真です。２
症例とも術前の診査では口腔衛生状態は良好で処
置歯も少ない状態でしたが，空隙を作るために抜
歯をしたところ隣接面に初期のカリエスが発生し
ていることがわかりました。限られた機器で，集
団に対応しなければならない学校歯科健康診断の
場では，こういった隣接面のわずかな白濁や初期

のカリエスが見過ごされる可能性はさらに高くな
るのではないでしょうか。
白濁の始まった当初は，おそらく痛みなどの自

覚症状がないために，サイレントなまま年月を経
てゆっくりと進行してしまい，やがて隣接面のカ
リエスとなってしまうケースが少なくないのでは
ないかと考えています。
DMFTの統計的な調査では隣接面に発生する

カリエスを特定できません。したがって実態は明
らかにできませんが，年月を経て表面化するサイ
レント・ディジーズと呼ばれるような特徴は，歯
周病だけではなく，隣接面のカリエスにも当ては
まるのではないかと感じています。
言うまでもなく隣接面カリエスの治療では，感

染部位に到達するまで上部から健康な歯質を切削
しなければならない場合が多いですし，修復時も
綺麗に隣接面を再現するには高い技術が要求され
ます。かといって咬合面のようにシーラントなど
による予防処置をすることができない部位でもあ
るため，日々のケアによる予防が大変重要です。
学校歯科保健活動の成果なのでしょう，歯ブラ

シの使い方は上手になってきているように思いま
すが，担当する中学校で歯科健康診断の前にアン
ケート調査をしたところ，習慣的にフロスを使う
生徒はほとんどないという結果でした。それ以
後，機会があればフロスを勧めるようにしています。
毎日でなくてもよいのです。成人になってフロ

スなんか一回もしたことがないという人が少なく
なるように園児・児童・生徒に「フロスを勧めて
ください」。

矯正専門医としてお話します その２

専務理事 鈴木 博

図１ 咬合時右側面観
（症例１）

図２ 上顎右側第２小臼歯
隣接面（症例１）

図３ 咬合時左側面観
（症例２）

図４ 下顎左側第１大臼歯
隣接面（症例２）
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歯科研修講演会

品川区では例年夏休みに教護教諭部会の希望により
歯科研修講演会を開催しています。本年度は荏原学校
歯科医会の当番で平成２２年７月２８日に品川区立荏原第
五中学校で開催されました。講師は地区の寺岡康利会
員で演題は「歯周疾患について」，３４名の先生が参加

され講演後も学校現場での問題点を熱心に質問してい
ました。

第３回杉並区民健康講座
「上手に食べて健康寿命のばそう！」

平成２２年１０月２４日（日），杉並区公会堂にて杉並区
歯科医師会主催により第３回杉並区民健康講座が開催
されました。今回は，杉並区学校歯科医会も協力し，
学校において口腔衛生指導で使用している位相差顕微
鏡を持ち込み相談者自身のプラーク内の細菌を観察し

ていただきました。このような活動で口腔ケアの大切
さを伝えられたと感じております。

練馬区立小学校長・中学校長との
研修協議会

練馬区立小学校長・中学校長との研修協議会が，今
年も９月３０日及び１０月１４日に練馬区歯科医師会館で開
催されました。練馬区教育委員会の方々と各小学校
長・中学校長及び各学校歯科医の研修会及び懇親会
は，三者間の見識と親睦と信頼の連携を高める年に一
度の良い機会です。今回も私たちは，学校歯科健康診

断における今後の検討課題などを語り有意義なひと時
を過ごす事ができました。練馬区学校歯科医会の一大
事業です。 （草柳英二）

学術講演会

平成２３年２月２４日東京都板橋区学校歯科医会と東京
都板橋区役所との共催で，学術講演会が東京都板橋区
歯科医師会３階会議室で行われました。演題は「フッ
化物洗口によるう蝕予防を考える」で講師は東京歯科
大学社会歯科学研究室 教授 真木吉信先生でした。
出席者は，学校歯科医，養護教諭，板橋区区役所健康
福祉センター衛生士など約６０名です。講演の後は，活

発な質疑応答が行われ盛況のうちに終了となりまし
た。 （神林秀昭）

荏 原

杉 並

練 馬

板 橋
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お口の健康フェスタ

平成２２年１０月２３日（土）港区芝歯科医師会と麻布赤
坂歯科医師会との共催で高輪区民センターホールにて
開催されました。これは，港区が行う８０２０達成者表彰
式に続いて開催されるイベントで，将来の８０２０達成の
ためには幼少期から歯を健康に保つ習慣が大切という
観点から，港区立小中学校で実際に行われた歯科保健
活動を子供たち自身に発表してもらう形式で行われま
した。本年は小学校４校・中学校１校より発表があり
ました。小学生からは，ミュータンス菌の特徴をうま
く引き出したむし歯予防についての寸劇や歯みがきの
歴史・よくかむことについての発表などがありまし

た。中学生からは，歯周病について詳しく調べたこと
をよくまとめ，生徒各自が１ポイントずつ発言するプ
レゼンテーションがありました。終了後には教育長か
ら各校におほめの言葉を頂きました。また当日は，発
表校以外からも集められた歯・口の健康に関する図画
ポスター３９４点・標語２００点をすべて展示し，来場者の
目を楽しませました。

平成２２年度中野区歯科医師会
歯科校医研修会

平成２３年２月２３日（水）２０時より，社団法人中野区
歯科医師会館において，平成２２年度中野区歯科医師会
歯科校医研修会が６２名参加のもと開催された。歯科医
師会田中英一会長の挨拶で始まり，学校歯科から大竹
徹先生が，「中野区における学校歯科保健の現状」
で，定期歯科健康診断疾病異常調査結果（小中学
校），学校医（代表校医・一般校医）の確認，学校歯
科医の業務の実施アンケート結果（歯ブラシ指導，講
演会の実施等）の報告，校医報酬，第７４回全国学校歯

科保健研究大会参加報告がなされた。その後，都学歯
から酒井克典先生（事業部・ブロック別対応）が「学
校歯科保健の発展のために」学校歯科医に期待するこ
とを講演。最後に浜田常二副会長が閉会の辞を述べら
れた。

学術研究委員会
平成２３年３月１０日（木）１８時より第５回学術研究委

員会が開催された。リーフレット作成のため，今回は
保健調査票について，学術委員担当校の既存保健調査
票を持ち寄り，個への対応を考えた保健調査票の質問
項目について検討することにした。個の問題に気付
き，客観的な分析が行え，学級担任や養護教諭，学校
歯科医が活用できるよう，また健康相談にも繋がれば
よいと考えている。３月１７日には各地区の学術委員の

先生方が集まり委員会を予定していたがこの度の震災
により開催が中止された。

中 野

芝・麻布赤坂合同
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第６４回評議員会・総会
平成２３年３月３１日（木）１５時より歯科医師会館３階

第一会議室において評議員会が開催されました。鈴木
専務理事の司会のもと由井副会長が開会を宣言された
のち，点呼により定数に達しました。また３月１１日の
東日本大地震の被災者に対し黙祷を捧げました。
川本会長挨拶で先の東日本大震災の被害の大きさに

ついてお悔みを述べた後，福島の原子力発電所に対し
ては怒りを覚えると話されました。
次に来賓の東京都歯科医師会浅野紀元会長，東京都

歯科医師連盟大曾根正史会長，最後に日学歯総会を抜
け出した日本学校歯科医会中田郁平会長の挨拶があり
ました。議長・副議長の選出では議長に練馬の望月評
議員，副議長に麻布赤坂の藤野評議員が選出されまし
た，次に議事録署名人に府中の高木評議員，調布の弘
中評議員が選出され議事に入りました。
会務報告を渡邉総務担当理事が行い，次に会計の長

沼理事より会計現況報告がなされました。以上の報告
承認事項について質疑がなされ，評議員の賛同を経て
了承され，議事に移りました。
第１号議案 社団法人東京都学校歯科医会平成２３年

度事業計画

第２号議案 社団法人東京都学校歯科医会平成２３年
度収支予算

鈴木専務理事より第１号議案の説明がなされ，また
長沼会計理事より第２号議案が説明されたのち，予算
決算委員会の松浦委員長が報告をされました。一括上
程され，質疑要望を経て，評議員の挙手多数により第
１号議案および第２号議案が可決承認されました。
次に協議に入り，定款の変更案について話し合わ

れ，アンケートをとり５月の評議員会に協議として上
程することになりました。また当日行われた第７７回日
学歯総会報告を中村理事が話されました。
最後に小嶋副会長が閉会の辞を述べ終了致しました。
評議員会終了後，引き続き多数の参加を得て総会が

開催され，上記事項につき報告があり，それぞれ承認
されました。

１１／１６（火） 第３回新法人制度・定款諸規則検討臨時委員会
会館

１１／１８～１９ 第６０回全国学校保健研究大会・学校歯科医協議会
群馬県前橋市

１１／２５（木） 日本青年館現場打合せ 日本青年館大ホール
第２回予算決算特別委員会 会館

１１／２６（金） 第３回学術研究委員会 会館
１１／２７（土） 京橋歯科医師会創立９０周年記念祝賀会 東京会館
１２／２（木） 東京都養護教諭研究会役員連絡会 会館

学校歯科医基礎研修会予演会 会館
１２／９（木） 歯・口の健康つくり研究発表会 府中市

第９回理事会 会館
１２／１４（火） 東京都教育委員会連絡協議会 うかい
１２／１６（木） 学校保健（学校歯科医）研修会

学校歯科医基礎研修会 日本青年館大ホール
１／５（水） 新年会（品川） 品川歯科医師会

新年名刺交換会（杉並） 杉並区歯科医師会
新年賀詞交歓会（荏原） 荏原歯科医師会

１／６（木） 合同新年会（深川・城東歯科医師会）
ホテルイースト２１東京

１／８（土） 賀詞交歓会（東京都学校薬剤師会）
アルカディア市ヶ谷

新年祝賀会（板橋） 板橋区歯科医師会
新年賀詞交歓会（目黒） 目黒雅叙園
新年祝賀会（練馬） ホテルカデンツァ光が丘

１／１０（月） 新年祝賀会（豊島） ホテルメトロポリタン
１／１１（火） 新春懇談会（東京都歯科医師会）

ホテルグランドパレス
１／１３（木） 都学歯大会現場打合せ会 文京シビックホール

第４回新法人制度・定款諸規則検討臨時委員会
会館

第４回学術研究委員会 会館
新年会（大森） 池上会館
新年会（多摩地区連合会） 立川グランドホテル

１／１５（土） 新年会（蒲田） プラザ・ペア
１／２０（木） 第１０回理事会 会館

第２回参事会 会館
１／２１（金） 私立学校打合せ 都庁
１／２２（土） 新年会（荒川） サンパール荒川

１／２７（木） 躍進の集い（東京都歯科医師連盟）
ホテルグランドパレス

１／２９（土） 港区芝歯科医師会創立９０周年記念祝賀会
第一ホテル東京

新年会（東久留米） ホテルメトロポリタン
２／５（土） 新春のつどい（東京都歯科衛生士会）

アルカディア市ヶ谷
２／９（水） 平成２２年度加盟団体長会議 会館
２／１０（木） 第４５回東京都学校歯科保健研究大会

文京シビックホール
２／１７（木） 日学歯代表会員打合せ 会館

第１１回理事会 会館
第３回予算決算特別委員会 会館
第７回会誌・広報委員会 会館

３／１（火） 平成２２年度東京都養護教諭研究会総会
なかの ZEROホール

３／２（水） 第６８回学童歯みがき大会組織委員会 会館
３／３（木） 第５回新法人制度・定款諸規則検討臨時委員会

会館
３／１０（木） 第１２回理事会 会館

第１回ブロック・地区支援担当者会 会館
第５回学術研究委員会 会館
第８回会誌・広報委員会 会館

３／１１（金） 城南七歯会連絡協議会 大森会館
３／３１（木） 第７８回日本学校歯科医会総会 会館

第６４回評議員会・総会 会館

【訃 報】
江 戸 川 鈴木 五郎 （平井南小学校） H２２．９．２３逝去

荏 原 大嶋 正明 （荏原第三中学校） H２２．１２．３逝去

西 多 摩 金子 義泰 （羽村東小学校） H２２．１２．１２逝去

江 戸 川 岡部 俊一 （西小岩小学校） H２２．１２．１６逝去

北 田口 武彦 （赤羽台西小学校） H２３．３．１６逝去

上記の先生がご逝去されました。謹んでご冥福をお祈り
致します。 （敬称略）

会 務 報 告
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